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1．はじめに 
  
私は和蝋燭作りの職人である。本稿では、蝋燭の原料や製造方法についての解説をしな
がら、和蝋燭のもつ独自のきらめきについて職人の立場から述べたい。そして、職人とし
ての想いや、和蝋燭を灯すことの意味についてもお伝えしたいと思う。 
 
2．木蝋 ―和蝋燭の原料― 
 
2.1 日常生活で多用されている木蝋 
和蝋燭の原料は、ハゼの実の油を搾った時に採れる木蝋である。ハゼが日本で一番多い
のは九州や四国で、温暖な地域に生えるという特徴がある。なかでも愛媛県内子町はハゼ
の実の産地として有名である。 
一般的に、木蝋＝和蝋燭という印象が非常に強いのだが、木蝋は日常生活で様々な用途
に使用されている。例えば、口紅や乳液、ハンドクリームなどがある。ハンドクリームを
塗ると、最初はべたつき、こすっているうちにサラサラとしてくるが、これは蝋の成分の
ためである。化粧品関係のほとんどのものには蝋が含まれているのだが、有名なのは相撲
の力士がつける鬢付け油だ。木蝋と椿油を溶かして練り合わせると鬢付け油になる。また、
木蝋とひまし油ではポマードに、さらに木蝋の量を増やすとチックになる。また、文房具
では、木蝋を使ったクレヨンなどが作られている。自然由来の木蝋は、万一幼児が口にし
てしまっても、少量であれば身体に害がないためよく使用される。医薬品関係では座薬や
軟膏に使われている。その他にも、紙コップの底、サランラップ、チューイングガム、マ
イクロワックス、カーワックスなど、日常生活の様々な場面で木蝋は使用されている。 
しかし、近年、医薬品や化粧品業界では次々と木蝋離れが起こっている。それは木蝋の
値段の高さが要因となっている。原油から石油を絞ったあとの副産物であるパラフィンは、
１kg につき 400 円程度で入手できる。一方、木蝋は 1kg につき 4,000 円となる。和蝋燭の
製造業者が一ヶ月に１t使った場合でもこれほどの金額であるため、蝋を大量に消費する化
粧品や文房具業界では、木蝋からパラフィン蝋に次々と移行しているのが現状である。そ
のため、現在では木蝋＝和蝋燭という印象が非常に強くなった。ちなみに、木蝋は海外で
は「japan wax」、「vegetable wax」と呼ばれ、高級な蝋として知られている。 
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図 1 契り子の作業 
2.2 木蝋の生産方法 
蝋の中でも木蝋は最高級品と言われるが、現在、木蝋は絶滅の危機に瀕している。それ
は「契り子」の減少のためである。 
契り子とは、ハゼの木に登って実を契る作業をする人のことをいう（図 1）。九州や四国
では農閑期の副業とされてきた。12 月から 1月の寒風吹き荒ぶ厳しい時期に行われる。ハ
ゼの枝は非常に折れやすく、作業中に落下してしまうと酷い時には命を落とすこともある。
内子町に伝わる「はぜ採り唄」には、「なんの因果ではぜ採りなろた？綱が切れたら命まで
…」と、作業の危険を物語る哀しい唄が唄われている。また、実を採取する際に葉を掴ん
でしまうと、葉に含まれている漆オールによって肌がかぶれることもある。このように過
酷な労働条件が重なるため、最近では契り子の後継者不足が問題となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
収穫されたハゼの実は、福岡や長崎にある製蝋所に届けられる。果肉には木蝋になる成
分が含まれている。大体、実１㎏に対して、蝋は二割程度しか取れない。製蝋所は手間の
割にはなかなか利益が出難い商売であるのため、現在では福岡と長崎の二カ所にしか残っ
ていない。それらも単独で営業しているのではなく、一軒はガソリンスタンド経営の副業
として、もう一軒は学校で教師をする傍ら土日に蝋を絞るという仕方で営んでいるのが現
状である。 
 
3． 和蝋燭の製造方法 
 
和蝋燭の製造方法が日本に入ってきたのは、室町時代の終わり頃だと言われている。江
戸時代に最盛期を迎えるが、庶民の家庭では菜種油に灯芯を浸して明かりをとっていた。 
和蝋燭の製造方法には、一本一本手作りする方法と、木型に流して作る方法の二種類が
ある。前者を生掛
き が
け、または清
しょう
浄
じょう
生
き
掛
が
けと言う。「清浄」というのは「混じり気のない」
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図 2 灯芯 
という意味で、純植物性の蝋を使った手作りの和蝋燭のことを言う。これは西洋にはない
和蝋燭独自の製法だ。 
仏壇に飾られた和蝋燭の炎が揺らぐ様子を見て、「仏様が喜んでいるようだ」と表現され
方がよくおられるが、この和蝋燭の炎の揺らぎは蝋の粘りと関係している。蝋は三年
さんねん
古実
こ う み
と
いって、二年間寝かせた実を三年目に絞ると、一番粘りのある蝋を作ることができるのだ。 
木蝋には下掛け蝋（下地に塗る蝋）と上掛け蝋（一番外側に塗る蝋）の二種類があり、
ハゼの品種によって融点が異なる。下掛け蝋の融点はおよそ 48℃～52℃、上掛け蝋は 52℃
～55℃である。融点の 3℃ほどの差が、蝋が外側に流れ出さない理由である。昔の人は、手
で触れることでそうした温度差を敏感に感じ取っていたのだろう。 
 
3.1 蝋燭の芯 ―和蝋燭のきらめきの要－ 
和蝋燭の芯は、い草のズイから抽出した灯芯を、和紙に巻き付けたものである（図 2）。
粘りの強い蝋を吸い上げるためには、パラフィン蝋燭で使われているような糸芯ではなく、
この灯芯でなければならない。昔の人は生活の知恵を活かして、紙の高い吸水性と、灯芯
のストロー効果の組み合わせを発見していったのだろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
灯芯の巻き方の良し悪しが燃焼の度合いに影響する。どれほど蝋燭を綺麗に作ったとし
ても、芯の巻き方が乱雑であれば、底からの吸い上げができないために、蝋が表面に溜ま
り、外側へと流れ出てしまう。灯芯は非常に切れやすいため、巻く時は霧吹きで水分を含
ませながらそっと巻いていくという根気のいる作業である（図 3）。この芯は、奈良県安堵
町でおばあさんたちによって手内職で作られたものが全国に出荷されている。日本で和蝋
燭を製造しているところは三〇軒ほどになってしまったが、そこで使用される芯のほとん
どが安堵町で生産されている。奈良では昔から墨の製造が盛んであった。墨は菜種油に灯
芯を浸して、それから出る煤
すす
を膠
にかわ
で固めて製造する。そのため、奈良には灯芯を製造して
いるところが多く、昔から和蝋燭の芯も作られてきた。 
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実際には、和蝋燭の需要の大半は型に流して製造するものが多く、当店でも八割が型流
しの蝋燭で、手作りのものは二割程度である。長年、当店で手作りにこだわっているのは、
創業者が灯す思いというものを絶やしたくないためである。様々な工程で、様々な人の手
を介して作られる和蝋燭のような伝統工芸の世界は、駅伝と似ているように私は思う。契
り子は製蝋所に、製蝋所は我々蝋燭職人に、そして我々はお客様へとものづくりのタスキ
を繋げていく仕事のように思われるからだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 灯芯を巻く作業 
 
4. 蝋燭職人としての想い 
 
 松本商店は私で四代目になるのだが、当店のルーツは姫路からはじまる。初代松本亀吉
は姫路に生まれ、井坂商店で働いていた。明治になり、亀吉が暖簾分けを許された時に、
同じ姫路で店を開くわけにはいかず大阪の福島で開業することになった。大阪には大阪城
があったため、昔から蝋燭の消費が多かったのである。昔は、城や遊郭でしか蝋燭は使わ
れていなかったため、現存する三〇軒の蝋燭屋は城下町に多い。当店はそのような成り立
ちを経て、戦火を逃れるために移住した西宮で現在まで営業してきた。 
 私の父は「蝋燭が一番きらめきを放つ時、それは火を点けてもらい一生懸命に燃えてい
る時だ」と、よく私に話した。蝋燭に火が灯されている時は、我々職人にとって非常に嬉
しい時間なのだが、その反面「綺麗に最後まで燃やしてもらえよ」、「途中で流れるなよ」
と心配な気持ちにもなる。また、蝋は採れる時期よってべとつきや乾燥の度合いが違い、
さらに周囲の温度によっても全く異なる性質となる。手巻きの灯芯は、その太さも様々な
ので、手で回しながら蝋燭の太さを微妙に調整する。自分の手を通して蝋燭と会話をして
いるような気分になるので、私にとって蝋燭作りは、まるで子育てのように思えるのだ。
作り上げる蝋燭への愛情が募るほど、出荷する際には寂しさも伴う。父はこんな時、「娘を
嫁に出す気分だ」とよく言っていた。 
 父が蝋燭を作っている様子は、まるで蝋燭と一緒に遊んでいるようだ。いつもにこにこ
した表情で作っている。私は蝋燭を作って三〇年になるが、いまだに蝋に遊ばれているよ
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図 5 絵蝋燭 
うに感じる。眉間にしわを寄せて、難しい表情で蝋燭に向かう自分に気が付いた時、熟練
の姿勢との違いを改めて感じるのである。（図 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 絵蝋燭 
 
蝋燭に日本独自の美しさも加えたものが絵蝋燭である（図 5）。絵蝋燭発祥の地は会津で
ある。雪におおわれ花も咲かない冬には、仏様に花を供えることができない。代わりに蝋
燭に花の絵を描いて供えたことから絵蝋燭が作られるようになった。江戸時代、参勤交代
の献上品として絵蝋燭を献上し、全国に広まっていったと言われている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昔からお盆やお彼岸、年忌など、仏様を供養する際に和蝋燭は使われてきた。お盆の頃
には 8月 13 日の迎え日に和蝋燭の明かりを灯しておくと、仏様が懐かしい家に里帰りする
ことができ、お盆が終わる 15 日には、仏様を浄土へとお見送りすることができる。最近で
は、暑さで花が枯れやすい夏場、忙しくて数日仏壇の花を買いにいけない時など、日常的
に仏壇に供えるものとして絵蝋燭が使われたりもする。仏教の世界では花を散らすことで
供養する「散華」という作法があるが、絵蝋燭の明かりによって、仏様にお花が届くと考
－ 5－
えてはどうだろうか。人間の死は二回訪れると言われる。一回目は肉体の死、二回目は人々
の記憶からなくなった時である。絵蝋燭を見ることで、残された人たちが亡くなった人に
思いを馳せることは、今も昔も変わらぬ大切なことだと思う。 
 
6. 結びにかえて 
 
 「蝋燭は我が身を溶かし、人に灯りを与える」という言葉がある。長年、これが云わん
とするところの意味を考えてきたのだが、それは「自らが光源となることで、周りの人を
まんべんなく照らし幸せの灯を届けることができる」ということではないかと思うに至っ
た。そして、燃え尽きてなくなってしまう和蝋燭と同様、「時間とは有限なものであるから、
今を大切にする」という意味も込められているように思う。 
様々な職人の手を介して作られる和蝋燭を、前述で駅伝のタスキに例えてみたが、最後に
そのタスキを受けるのは、火を灯すその人である。火を灯した瞬間の、その温かい笑顔が、
喜びが、愛する心こそが和蝋燭のきらめきではないだろうか。 
 
（2014 年 5月 17 日、生活美学研究所本年度第 1回定例研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部教授 管   宗 次 
 
 
指定討論者コメント 
武庫川女子大学名誉教授 三 宅 宏 司 
 
 今や家庭に備蓄されることもなく、まして使用されることもきわめて稀になった和蝋燭。
神社仏閣ですら家事を恐れて蝋燭を電飾にかえているところもよく見かけるようになった。 
 わが国に１本ずつ和蝋燭を手作りしている製造所が何件あるのだろう。きれいな絵付け
和蝋燭が「ローソク」として使われることなく、部屋の装飾品として置かれるだけではあ
っても女性を中心に再認識してもらえる環境を与えておられる松本商店（松本恭和さん）
には敬意をあらわしたい。 
 和蝋燭の原料「ハゼノキ」（ウルシ科）は西日本の暖地に比較的多く白生しているが、こ
れらは栽培木が野生化したものである。古くから各地で蝋をとるために栽培されていた。
以前は男性整髪用の「ポマード」の原料や、樹皮を煎じて染料に用いられていた。 
 ウルシと同様に肌が被れるころがあるのであまり人家の近くや庭木として植えることを
憚かられることがある。 
－ 6－ － 7－
